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ポ
ー
ザ
ン
ド
訪
問
団

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
前
号
で
概
略
を
お
知
ら
せ
し

た
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
訪
間
団
に

つ
い
て
の
詳
細
が
次
の

よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
ｏ
本
協
会
の
創
設

以
来
６
年
余
に
わ
た

つ
て
懸
案

で
あ

っ
た

事
業
が
や

っ
と
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
あ
る
い
は
関
係
者

の
多
数
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
ｏ
参
加
希
望
者
は

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
本
号

の
最
終
買

の
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
至
急
お
送
り

く
だ
さ
い
ｏ

《
旅
行
期
間
》

一
九
九
四
年
九
月
五
日

（火
）
よ
り

十
五
日

（
木
）
ま
で
の
十

一
日
間

《
旅
行
日
程
》

〇
五
日
　
成
田
空
港
集
合
．
札
幌
は
各
自

前
日
に
出
て
東
京
近
辺
に

一
泊
が
必
要
。

十

二
時
発
ポ
ー
ラ
ン
ト
航
空
特
別
便
に
て

成
田
出
発
。
二
十

一
時
三
十
分
に
ワ
ル
シ

ャ

ワ
空
港
着
、
ホ
テ
ル
フ
ォ
ラ
ム
泊
。

〇
六
日
　
貸
切
バ
ス
で
シ
ェ
ラ
ゾ
バ
ポ
ー

ラ

↑
シ
ョ
バ
ン
の
生
家
）
を
経
て
ポ
ー
ラ

ン
ト
第
二
の
都
市
ウ
ツ
チ

ヘ
．
グ
ラ

ン
ド

ホ
テ
ル
泊
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本
協
会
と

交
流
行
事
。

〇
七
日
　
バ
ス
で
古
部
ク
ラ

コ
フ
ヘ
。
ホ

テ
ル

ロ
イ
ヤ
ル
で
二
泊
。
市
内
観
光
な
ど
。

参

力日

〇
八
日
　
オ
シ
フ
イ
エ
ン
チ
ム

（
ア
ウ
シ

ュ
ビ
ツ
ツ
）
な
ど

へ
日
帰
り
旅
行
。

〇
九
日
　
バ
ス
で
避
暑
地
ザ
コ
バ
ネ

ヘ
、

そ
こ
で

一
泊
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
舞
踊
鑑

賞
と
夕
食
の
会
。
　
　
　
　
・

○
十
日
　
カ
ト
リ
ツ
ク
の
聖
地
と
し
て
有

名
な
チ
エ
ン
ス
ト
ホ
バ
ヘ
、
そ
こ
で

一
泊
。

○
十

一
日
　
バ
ス
で
ワ
ル
シ
ヤ
ワ
ヘ
戻
り

そ
こ
で
３
泊
。
夜
は
交
流
行
事
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

○
十
二
日
　
午
前
中
市
内
バ
ス
観
光
ｏ
そ

の
後
自
由
行
動
。
近
郊

へ
の
日
帰
り
旅
行
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
音
楽
会
な
ど
各
自
自
由

に
計
画
。
グ
ダ
ン
ス
ヶ
そ
の
他
の
希
望
先

へ
汽
車
で

一
泊
旅
行
を
計
画
す
る
こ
と
も

で
き
る

⌒
費
用
は
別
途
）
。

○
十
四
日
　
十

一
時
ワ
ル
シ
ャ
ワ
空
港
発
、

モ
ス
ク
ワ
空
港
で
約
５
時
間
待
ち
、
・十
九

時
二
十
分
発
成
田

へ
。

○
十
五
日
　
九
時
四
十
分
成
田
着
、
解
散
。

そ
の
ま
ま
札
幌

へ
帰
る
こ
と
が
可
能
。

今
後
、
準
備
を
進
め
る
過
程
で
旅
程
に

少
々
の
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ｏ

《
参
加
費
》

約
二
十
五
万
円
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
。

参
加
費
の
正
確
な
数
値
は
、
参
加
者
数
や

旅
程
の
確
定
に
応
し
て
決
ま
る
が
、
参
加

費
計
算
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
国
際
航
空
運
賃

⌒東
京
―
ワ
ル
シ
ヤ
ワ
）

一
四
三
、
三
〇
〇
円

○
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
旅
行
費
用

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

こ
れ
に
は

，
交
通
費
、
ホ
テ
ル
、
通
訳
が
含

ま
れ
る
。
参
加
者
数
を
十
名

（
最
少
）
と

し
た
費
用
で
、
参
加
者
が
増
す
と
安
く
な

り
、
二
十

一
名
で
は
九
万
円
と
な
る
。

○
そ
の
他
に
札
幌
―
成
田
間
の
旅
費
、
成

田
近
辺
で
の

一
泊
、
旅
行
者
保
険
な
ど
を

各
自
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
．

《
そ
の
他
》

バ
ス
ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
が
必
要
。
有
効
な

バ
ス
ポ
ー
ト
を
持

っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

各
自
で
早
急
に
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ザ
も
原
則
と
し
て
各
自
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

大
使
館

へ
申
請
し
取
得
す
る
こ
と
と
す
る

が
、
参
加
者
に
は
取
得
の
方
法
と
申
請
用

紙
を
訪
間
団
担
当
運
営
委
員
長
谷
川
洋
行

氏

（電
話
〓
〓
出
Ｔ
８
含
）
か
ら
送
る
。

不
明
の
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ｏ

な
お
、
旅
行
の
取
扱
い
業
者
は
Ｌ
Ｏ
Ｔ

ポ
ー
ラ
ン
ト
航
空

（東
京
）
で
す
。

《
参
加
申
込
》

申
込
期
限
は
七
月
十
五
日
。

申
込
先
は
訪
間
団
担
当
運
営
委
員
の

８
卜
札
幌
市
中
央
区
宮
の
森

二
条
十
六
丁
目
七
の
二
十

の
二
〇
四

（任
嘔
罫
ｍ
ｏ
Ｐ】‐
い
】
一
■
Ｎ
Ｏ
い
い
）

大

竹
　
貞
　
さ
ん

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
期
限

内
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
ｏ
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運

営

委

員

会

報

告

今
年
度
の
第
二
回
運
営
委
員
会
が
七
月

一
日

（金
）
午
後
六
時
半
か
ら
ク
リ

ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
会
長
以
下
役
員
合
計

十
三
人
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

議
題

一
‥
本
年
度
例
会
と
し
て
講
演
会

お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
講
習
会
な
ど
を

計
画
す
る
事
に
な

っ
た
。
詳
細
が
決
定
次

第
に
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
誌
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
例
会
と
し
て
適
当
な
行
事
の
案
を

お
持
ち
の
方
は
事
務
局
長
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

議
題
二
‥
ポ
文
協
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
団

に
つ
い
て
、
会
員
の
希
望
を
ま
と
め
て
別

記
の
よ
う
な
詳
細
が
決
定
さ
れ
た
。
多
数

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

議
題
三

‥
ポ
ー
ラ
ン
ド
児
童
ク
リ

ス
マ

ス
装
飾
展
示
の
計
画
に

つ
い
て
。
ポ
ー
ラ

ン
ト
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
児
童
画
等

の
内

容
を
点
検
し
た
結
果
、
独
立
し
た
展
示
会

に
は
内
容
不
足
な
の
で
、
以
前
に
展
示
し

た
児
童
画
な
ど
適
当
な
も
の
と

一
緒
に
し

て
展
示
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
真
駒
内
教

会
と
共
同
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
展
示

す
る
こ
と
な
ど
考
え
る
こ
と
と
し
、
展
示

会
の
早
急
実
現
は
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

議
題
四

‥
日
本

・
ポ
ー
ラ
ン
ト
学
術

・

文
化

フ
オ
ー
ラ
ム
が
、
両
国

の
学
術

，
文

化
交
流
に
関
す
る
情
報
収
集
、
調
査
研
究
、

企
画
、
人
材
育
成
、
日
本
に
お
け
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
研
究
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
日
本

研
究

の
促
進
、

「
日
本
館
」
建
設
の
促
進

な
ど
を
目
的
に
創
設
に
さ
れ
た
こ
と
に
対

す
る
対
応
。
ポ
文
協
か
ら
の
理
事
就
任
を

を
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
に
は
賛
成
だ
が
、
ポ
文

協
独
自
の
活
動
が
制
約
さ
れ
る
こ
と

の
危

惧
が
あ
る
と
の
議
論
が
あ

っ
た
。
さ
し
当

た
り
理
事
を
送
る
こ
と
と
し
、
そ
の
二
年

任
期
を
経
過
し
た
後
に
継
続
に

つ
い
て
再

検
討
す
る
事
と
し
た
。
理
事

の
会
費
は
ポ

文
協

で
負
担
す
る
こ
と
と
す
る
。
理
事
の

人
選
は
未
定
。

議
題
五

‥
一
九
九
四
年
度
総
会
は
十
月

中
旬
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
訪
間
団

の
成
果
報
告
を
中
心
と
し
て
懇

親
会
を
立
案
す
る
。

議
題
六

‥
後
援
事
業
に

つ
い
て
。
運
営

委
員

の
団
田
祐
作
さ
ん
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
ク
ラ
ク
フ

「
日
本
美
術
セ

ン
タ
ー

」
建

設
資
金

コ
ン
サ
ー
ト
を
協
会

の
後
援
事
業

と
す
る
こ
と
を
了
承
し
た

（
詳
細
別
記
）

一

一生
徊
林
通
‐Ｔ
↓
〃
■

お

送

り

し

ま

す

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
本
号
と

一
緒
に
ポ
文
協

の
名
簿
を
お
送
り
し
ま
す
。
間
違

い

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
長
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

饉
話

（
勤

）
ざ
Ｔ
〓
ミ

（
直
通

）

会
費
納
入
の
お
願
い

ポ
文
協
の
年
度
は
十
月
か
ら
翌
年
の
九

月
ま
で
で
す
。
今
期
の
年
会
費
が
ま
だ
の

方
は
至
急
に
納
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
会
費
は
普
通
会
長
年
間
二

千
円
、
維
持
会
員

一
口
五
千
円
、
団
体
会

員

一
口
三
万
円
で
す
。
納
入
先
は

郵
便
振
替
口
座

小
樽

｛ム
鴫
〓

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

振
込
銀
行
口
座

拓
銀
本
店
普
通
預
金
口
座

（店
番
と
言
（口
座
番
号
３
８
と
撃

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

事
務
局
長
　
士
口
田
　
宏

嗣
川

剌

劃

「

∃

ビ

ァ
ノ
リ
サ
イ

タ

ル

ア
ン
ジ

エ
イ

ｏ
ワ
イ
ダ
が
得
た
京
都
賞

を
基
金
と
し
て
ク
ラ
ク

フ
に

「
日
本
美
術

セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の

一
助

に
と
企
画
さ
れ
た
音
楽
会

で
す
。

日
時

‥
一
九
九
四
年
八
月

二
十
六
日

（金

）

午
後
六
時
半

会
場

‥
札
幌
ル
ー

テ
ル
ホ
ー
ル

（
大
通
西
六
丁
目
仲
通
り
）

ピ
ア
ニ
ス
ト

‥
田
隅
靖
子

曲
目

‥
ヤ

ニ
ヴ
ィ
ツ
チ
、
シ
マ
ノ
フ
ス
カ
、

シ
ョ
バ

ン
、
ル
ト

ワ
フ
ス
キ
、
セ

ロ
ツ
キ
、
バ
ツ

エ
ヴ

イ

ツ
キ
作
曲

′

の
ポ
ー
ラ
ン
ド

，
ビ
ア
ノ
作
品

チ
ヶ
ッ
ト

‥
ポ
文
協
会
員
は

二
千
円

問
合
せ
先

‥
園
田
祐
作

電
話
〓

７
曽
†
記
賀

ノ
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